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令和７年度 協議会取り組みスケジュール

取り組み項目 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

第1回幹事会

連絡協議会

土砂災害学習
（eラーニング）

合同防災訓練の
事前説明会

合同防災訓練

第2回幹事会

6月4日開催

6月中旬

7月上旬～8月上旬頃

7月中旬頃

8月5日【予定】

11月下旬頃
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令和７年度 協議会の取り組み概要

取り組み項目 日時 内容 実施方法（予定）

第１回幹事会 令和7年6月4日

1.これまでの協議会の取り組みについて
2.令和7年度の活動計画(案)の確認・協議

・連絡協議会の開催方法について
・合同防災訓練について
・防災意識向上の取り組みについて
・土砂災害学習（eラーニング)について

WEB

連絡協議会
令和7年

6月中旬頃
令和7年度活動計画の承認

書面開催
承認回答期限：6月下旬頃

土砂災害学習
（eラーニング）

令和7年
7月上旬～8月上旬

連携マニュアルに関連する内容、土砂災害
に関する基礎知識 等について自己学習

WEB（専用サイトを開設）

合同防災訓練の
事前説明会

令和7年
7月中旬頃

(1～2時間程度)

1.勉強会
・大規模土砂災害と警戒避難について

2.事前説明会
・訓練の内容や進め方の事前確認

WEB

合同防災訓練
令和7年8月５日
(3～4時間程度)

学習型＋事後検討会形式 対面・WEB併用

第２回幹事会
令和7年

11月下旬頃
(1～2時間程度)

1.令和7年度の活動結果報告
2.令和8年度の活動計画（案）の協議

WEB



１．危機管理に係る事項 協議会・幹事会

２．防災業務計画や地域防災計画の共有

令和6～7年度の取り組みで追記修正すべき事項が出た際には、第2回幹事会で
情報共有を行う方針です。

第1回幹事会

・時 期 令和7年6月4日
・内 容 連絡協議会の目的・意義の再確認、これまでの取組みのふりかえり

令和7年度の活動計画内容の協議
・会議方法 WEB会議

連絡協議会

・時 期 令和7年6月中旬頃
・内 容 第1回幹事会における協議事項の確認、令和7年度活動計画の承認
・会議方法 書面開催を想定

第2回幹事会

・時 期 令和7年11月下旬頃を予定（10月下旬に日程調整を行う）
・内 容 令和7年度の活動報告を踏まえた、令和8年度の活動計画(案)の協議
・会議方法 WEB会議を想定

3



4

３．防災訓練の実施

事前説明会

・時 期 令和7年7月中旬頃
・内 容 合同防災訓練の実施概要の説明、災害想定等の状況付与、

大規模土砂災害と警戒避難に関する勉強会
・会議方法 WEB会議を想定

合同防災訓練

・時 期 令和7年8月5日（予定）
・目 的 ①関係者の「顔の見える関係」を維持し、知識醸成（防災対応能力

の向上）を図ること
②河道閉塞（天然ダム）発生時における連携マニュアルに基づく連
携対応の確認・検証を行うこと

・内 容 (1)「河道閉塞覚知～土砂災害緊急情報の周知」までの一連の流れ
の確認

(2)「連絡調整会議→住民説明会」の対応・協議事項の確認
・会 場 岐阜県飛騨総合庁舎 大会議室 （岐阜県高山市上岡本町7-468)
・参加機関 【３市村】高山市、飛騨市、白川村

【岐阜県】防災課、砂防課、飛騨県事務所、高山土木事務所、
古川土木事務所、飛騨農林事務所

【林野庁】飛騨森林管理署
【国交省】高山国道事務所、神通川水系砂防事務所



過去に発生した地すべり等による河道閉塞を想定

訓練における災害想定
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白川村帰雲山

高山市長倉地区飛騨市河合町



大規模土砂災害と対応事例に関する講演会

・目 的 自治体職員や学識者等を講師に、大規模土砂災害とその対応について
説明いただき、災害対応イメージの共有を図ります。

・時 期 令和7年10月～11月頃（要望等に応じて開催）
・内 容 平成30年西日本豪雨や令和6年能登半島地震等の対応
・実施方法 対面およびWEB併用
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４．防災意識向上に関する活動(※調整中)



５．連携マニュアルの更新

・訓練の結果や協議会・幹事会での意見を踏まえ、必要に応じ
て更新を行い、協議会・幹事会に諮ります。
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連携マニュアル（抜粋）



合同防災訓練の目的に「大規模土砂災害時における連携マニュアルに基づ
く関係機関の情報共有対応の確認・検証」があり、訓練前に連携マニュアル
の内容を把握し、訓練での確認・検証の精度を向上するための事前学習を実
施します。

６．その他の活動 事前学習（eラーニング）

期間：７月上旬～８月上旬
(合同防災訓練の前1か月程度)

対象者：防災担当職員
（特に災害時に各機関・部署で連携マ
ニュアルを使用される方(キーマン))

方式： web上に開設する事前学習のページより、
対象者それぞれが学習を実施します。

学習内容：連携マニュアルに関連する内容、
土砂災害に関する基礎知識 など

問題形式：択一形式
（設問⇒解答および解説で1セット）

問題数 ：20問
学習時間：30分程度

eラーニングの例
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【eラーニングに関する連絡先】
一般財団法人砂防フロンティア整備推進機構

企画調査部 河合・井上
メール：kikaku@sff.or.jp 電話：03-5216-5872


